
MIDI 鍵盤を用いた指くぐり習得支援システム 
堀川 澄弘 

広島市立大学
1. はじめに 
 音楽教育において鍵盤楽器の果たす役割は大
きい。鍵盤楽器の代表はピアノである。ピアノ
をマスターすることで、音楽理論を学習する際
のほとんどの要素を実際に体験しながら学習す
ることができる。我が国においては、ピアノの
練習にはハノン等による基本練習と課題曲の練
習を並行して行うというスタイルが一般的であ
る。現在までに多くのピアノ練習支援システム
が提案され、先端技術を利用したシステム[1]も
開発されている。その多くは楽曲を楽譜通りに
弾けるようになる段階までを扱っており、演奏
中の指の動きを再現するまでに至っている。し
かし、指そのもののコントロールの問題まで扱
っているものは見当たらない。それは運指と呼
ばれる、「各鍵盤と指の対応関係」をコンピュ
ータで扱うことが困難だからである。ピアノの
学習において、最初の段階で、大きなハードル
となるのも、運指の問題である。また、指と鍵
盤の位置を演奏者に対して指定する「運指決
定」に関しては、従来から様々な研究がなされ
ている[2]。本研究では、「運指」に対して理解
を深め、「運指決定」という作業を可能にする
ための手段として指くぐりの技術を扱っている。 
 
2. 研究の概要 
 本研究は、ピアノ演奏者の運指（以後指使い
を運指と統一する）は、楽曲表現に大きな影響
を与えると共に、運指に大きく影響する各ピア
ノ演奏者の身体条件はそれぞれ特有のものであ
るという観点に立っている。実際のピアノ指導
においても楽譜に記された運指番号は非常に重
要視されている。しかし、それと同時に同じ楽
曲の楽譜にはいくつかの種類があり、それらは
それぞれの楽譜出版社の運指に対する解釈が異
なることを意味している。これは運指を決める
ということが楽曲を解釈しているとも言える。
一方ピアノ指導において運指は演奏者各自の都
合によって変更しても構わないとされている。 
 
 
 
 
 

さらに実際の演奏中には運指を丸暗記して再現
することは至難である。そこで、演奏者は通常
から自由に運指決定を行う訓練が必要になって
くる。そして、指くぐりの技術は、その運指決
定の際の基本的な技術である。楽曲の解釈をふ
まえつつ、個人の身体条件に合わせた運指のた
めの指くぐり技術を習得するためには、個別の
学習が必要となる。本論文では、個別のピアノ
学習者の指くぐり習得支援を目指した pf-system 
と呼ばれるシステムについて述べる。本システ
ムは鍵盤楽器（本研究においてはアコースティ
ックピアノと MIDI 鍵盤）の演奏情報をコンピュ
ータに取り込み、そこから必要な情報のみを抽
出し、演奏者に対して視覚的にフィードバック
させる情報に変換する。演奏情報の抽出に関し
ては、MIDI 規格が開発されてからは、多くの研
究において、その技術が利用されている[3]。 
 
3. システム 
3.1 システムの対象と構成 
 pf-system の効果を検証する予備実験を初級
ピアノ学習者に対して行った。本研究では、対
象をピアノ初級学習者に限定すれば、指くぐり
の技術の習得過程を容易に捉えることができる。
具体的には、同レベルの複数の初級学習者たち
を pf-system を使用するグループと使用しない
グループに分けて実験を行う。本研究における
予備実験にはハノンの 39 番（音階練習）[4]を
使用する。また本システムは、アコースティッ
クピアノ（[5]サイレントキット付属）、MIDI 音
源、コンピュータから構成される。（図 1）今回
はピアノ学習者を対象にしているので、MIDI 鍵
盤として、敢えてアコースティックピアノに
MIDI インターフェース付のサイレントキットを
使用している。また、本システムの演算結果の
比較検討するために複数のシーケンスソフト[6]
を使用する。 
 
3.2 システムの内容 
 pf-system は、ピアノ学習者に対し、指くぐ
りの状況を逐次フィードバックする。 pf-
system によって、ピアノ学習者は聴覚を通した
音や旋律に惑わされること無く、指くぐりの状
態を確認できる。そのために、演奏データ取込
み部、データ抽出部、データ変換部、画像表示
部、データ保存部からなる以下の内容のシステ

A support system for the piano fingering practice 
Sumihiro Horikawa・Hiroshima City University 
 
 

Copyright     2011 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.2-19

4C-3

情報処理学会第73回全国大会



ムを準備した。 
 
1) 演奏データ取込み部 
アコースティックピアノに付属するサイレン
トキットとコンピュータを MIDI ケーブルにより
接続し、演奏データをシステムに取り込む。 
2) データ抽出部 
取り込んだ MIDI 情報から必要な情報のみを数
値データとして抽出する。 
3) データ変換部 
抽出された数値データを視覚情報（作図用）
作成のための位置情報に変換する。 
4) 画像表示部 
 リアルタイムで演奏情報を図形化して表示す
る。 
5) データ保存部 
演奏情報を逐次保存し、練習の履歴として記
録する。また、保存されたデータは、他のシー
ケンスソフトにも読み込める形式とし、ピアノ
学習者にフィードバックされるデータの信頼性
を検証する。 
 上述のデータの流れを図 2に示す。 
4. 検討とまとめ 
 結果、pf-system が指くぐり習得のための有
用なツールになり得ることを示せた。また本シ
ステムはピアノ学習者への様々なフィードバッ
ク情報に対する学習者の反応を調査する手段に
もなり得る。身近な被験者のみの予備実験から
本実験に向けて対象曲と演奏者の選択が必要と
なる。 
 今後は、蓄積されたデータに加え、楽曲の解
釈によって運指をコントロールできる演奏者の
演奏データを採取し、初級学習者の演奏データ
と比較し、楽曲の解釈の逸脱と運指の関係を研
究する予定である。 
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